
 

 

 

２０１４年３月３１日 

 

 

大石駅に国内最軽量の太陽光パネルを設置 
～低コストで大幅な環境負荷低減を目指します～ 

 

阪神電気鉄道株式会社（本社：大阪市福島区、社長：藤原崇起）では、太陽光発電シ

ステムを本線大石駅（神戸市灘区）に導入し、４月１日から運用を開始します。 

今回採用した太陽光パネルは、通常のパネルの約５０％の重量（９.５ｋｇ/枚）となる

国内最軽量の結晶シリコン型です。 

太陽光パネルを既設ホーム屋根上に設置するためには、通常のパネルでは柱や梁の補

強が必要でしたが、今回採用したパネルでは、これらの補強が不要となりました。更に、

一人でパネルの持ち運びが可能となることで、工期の大幅な短縮を実現しました。 

この太陽光パネルによる年間発電量は約１２６，０００ｋＷｈで、大石駅で使用する

年間電力量の約３０％と見込んでいます。なお、発電した電力は大石駅構内のエレベー

ターやエスカレーター、照明設備等で使用します。 

また、今回の工事では、高い安全性を目指して当社が独自に設計した保護システムを採

用するなど、設計、施工、維持管理を当社グループ一体で推進する体制を構築し、太陽光

発電システム導入におけるノウハウを積み上げており、今後そのノウハウをグループ内外

に展開することで、地域社会に貢献する企業として、引き続き沿線の活性化に取り組んで

まいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【今回設置した太陽光発電システムの概要】 

 

１ 設 置 場 所   阪神本線大石駅 

（パネルは、上り、下り各ホームの屋根上に設置） 

 

２ 太陽光パネル面積   ８１０㎡ 

 

３ 太陽光パネル総重量   ５トン 

 

４ 太陽光パネル出力   ２２０W×５４０枚＝１１８．８ｋW 

 

５ 年間発電量予測値   １２６，０００ｋWｈ（大石駅年間電力量の約３０％） 

 

６ 年間ＣＯ２削減量予測値   ６９トン（阪神電車 梅田駅―元町駅間 ８９６往復相当） 

 

７ 完 成 日   ２０１４年３月３１日 

 

８ 運 用 開 始 日   ２０１４年４月１日 

 

９ パネルメーカー・形式   フジプレアム株式会社・単結晶シリコン型 

 

以  上 

 

 
 


